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を
比

較
考
察
し
た
。

そ
の

結
果、

必

ず
し
も
両
者
と

も
組
織
的
で

華
々

し

い

活
動
で

は

な
い

が、

小
規
模
神

社
の

事
例
で

は
小
さ
く
さ
さ
や

か
に
、

地
域
神
社
と
一

神
職
が、

被
災
地
の

人
々

と
つ

な
が
っ

て
い

る

事
実
を

明

ら
か

に

し
た

。

そ
の

上

で

大
学
の

活
動
も

学
生
個
人
の

思
い

を
地
域
の

多

様
な
社
会
資
源
と

つ

な
げ
る
こ

と
で

、

か

え
っ

て

地
域
を
意
識
し
た
「

神

道
系
ら
し
い
」

支
援
に
な
っ

て

い

る

こ

と
を

推
測
し
た

。

　
司
会
兼
コ

メ

ン

テ

ー

タ

の

黒
崎
浩
行
は、

こ

の

六
ヶ

月
に

宗

教
研
究

者

が
行
っ

た

取
り
組
み
と

し
て
、

稲
場
・

榎
本
発
表
に
関
わ
る

後

力
支
援
と

し

て

の

情

報
共
有、

弓
山
・

板
井
発
表
に

関
わ
る

大
学
が

行
う
支
援
活

動

に

加
え、

諸
宗
教
に

よ
る

支

援
の

連
携
に

向
け
た
コ

ー

デ

ィ

ネ
ー

ト

を

挙

げ
た

。

さ
ら
に、

現

在
の

社

会
状
況
に

対
し

て

宗
教
は
ど
の

よ

う
な
力
を

も
つ

の

か
を

問
い

直
す
こ

と
が

今
後
重
要
だ
と
し

た
。

　
フ

ロ

ア

か
ら
は

パ

ネ
ル

企

画
の

意
義
自
体
を
問

う
意
見
が

多
く
寄
せ

ら

れ

た
。

何
よ

り
も
ま

ず
被
災
地
に

入
り、

現
地
の

声
か

ら

日
本
社
会
の

仕

組
み

を

問
い

直
す
の

で

な

け
れ
ば

宗
教
者
の

支
援
も

行
政
の

枠
に

は

め

ら

れ

て

し

ま

う
。

宗
教
が

な

ぜ

災
害
に
関
わ

る
か

と

い

う
根
本
問
題
が

解
か

れ

て

い

な
い

。

宗
教
系
大
学
が
建
学
の

精
神
を

ど

う
発
揮
す
る

か
と

い

っ

た

模
索
を

共
有
す
る

こ

と
が

重
要

。

社
会
貢
献、

公
共
的
価
値
の

あ
り
方

に

向
け
て

議
論
し、

問
題
を

浮
か
び
上
が
ら
せ

る

こ

と

が

学
問
の

役
割
で

あ
る
。

　

現
在
も

続
い

て

い

る

東
目
本
大
震
災
に

お

け
る

宗
教
と

関
連
す
る

様
々

な
取
り
組
み
の

現
状
や

応

答、

現

代
社
会
に

お
け
る

宗
教
の

社
会
的
関
わ

り
に

つ

い

て

考
え
る

貴
重
な

場
と

な
っ

た
。

「

社
会
貢
献
」

の

霊
的
次
元

　
　

ー
日

本
仏
教
か

ら
の

再

考　
　
　
　
　

代
表
者
　
戸
固
游
晏

コ

メ

ン

テ

ー

タ
・

司
会
　
實
川
幹
朗

「

社
会
貢
献
」

と

口

本
仏
教

戸

　
田

　
游

　
晏

　
日

本
仏
教
が
生
き
残
る

手
立
て

は

「

社

会
」

が

求
め

る

事

業
へ

の

参
画

に

あ
る
と
、

「

社
会
参
加
」

僧
侶
ら
の

「

利
他
」

の

実
践
に

寺
院
や

僧
職

の

将

来
的
な

存
在
意

義
を

見
出
す
論
が

展
開
さ

れ

て

い

る
。

　
宗
教
は

元
々

、

社

会
事
象
で

あ
る
。

仏
道
の

実
践
者
た

ち
は

上

古
来、

四

箇
院
（

敬
出
院
・

療
病
院
・

施
薬

院
・

悲
出
院
）

設
立

の

伝
承
が
示
す

よ

う
に

、

生

老
病
死
へ

の

「

ケ
ア
」

に

臨
ん

で

き
た

。

仏
教
の

導
入
は

国

家
鎮
護
を

図
る

も
の

で

あ
っ

た

が
、

観
音
や
薬
師、

地
蔵
へ

の

信
心
は

普

く
広
が
り、

土
着
信
仰
と

融
合
し、

互
助
組
織
や
金

融
等
社
会
制
度
と

も

結
び

つ

い

て

き
た
。

た

だ

し
そ
れ

ら

は
、

近
代
合
理
主
義
と

は
異
な
る

様

態
に

お
い

て
、

宗
教
的
特
性
を
生

か

し
つ

つ

運
用
さ
れ
て

い

た
。

　
近
世
に
至
り、

僧
侶
は、

布
教
を

制
限
さ
れ
特
殊
な
官

吏
と
し

て

国

家

体
制
に

組
み

込
ま
れ
た

が、

生
老
病
死
に

係
わ
る

広

範
な

社
会
実

践
は

維

持
し
て

い

た
。

と

こ

ろ
が
明

治
維
新
を

境
に

、

僧
侶
は

葬
祭
と

先
祖
祭
祀

に

職
域
を
限
定
さ
れ
る

。

明

治
五
（
一

八

七
二
）

年
の

教
部
省
の

設
立

、

神
官
と

共
に

教

導
職
に

任
命
さ
れ
る

等、

僧
侶
は

世

俗
の
一

専
門
職
と

し
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て

再
び

国
家

体
制
に

組
み

込
ま
れ
た

。

同

年
の

肉
食

妻
帯

追
認
の

布
告

は
、

近

代
国
家
が
一

般
人
と
し

て

の

資
格
を
新
た
に

与
え
た
と
も

解
釈
で

き
る

。

　

い

ま
、

企
業
の

CSR

や

学

術
の

社
会

貢
献
と
同

じ
範
疇
で
、

「

宗
教

の

社
会
貢

献
」

が
語
ら
れ
る

。

　

明
治
の

「

国

家
」

が、

戦
後
民
主
主

義
体
制
の

「

社
会
」

と

差
し
替
え

ら
れ

た
か
の

よ

う
で

あ
る

。

　

事
新
し
く

「

社
会
貢
献
」

の

標
語
が

カ
を
持
つ

こ

と

は、

宗
教
が
「

社

会
貢

献
」

し
て

い

な

い

と

の

合

意
を

言
外
に

伝
え
る

。

だ
が
、

「

社
会

貢

献
」

が
言
葉
に
し
難
い

霊
的
次
元
か
ら

の

謂
わ

ば

〈

お
蔭
〉

の

働
き
に

裏

打
ち

さ
れ

る

こ

と

を
自
覚
す
る

実
践
者
は

少
な

く
な

い

だ
ろ

う
。

「

科

学
」

や

「

資
本
」

の

言
葉
で

語
ら
れ

る

「

貢
献
」

の

枠
組
の

探
究
が

、

「

近
代
」

の

根
も
と
を

見
定
め
て

い

く
こ

と
に

繋
が
る

。

　

国

策
に

よ

り、

自
然
科
学
が

立

証
し

な
い

呪
い

や

儀
礼
が

排
斥
さ

れ
、

個
人
の

内
面
や
社
会
的
に

産
出

さ
れ
る

「

表
象
」

作
川
と
し
て

扱

う
、

人

間
中
心
主

義
に

依
拠
し

た

「

心
理
学
化
」

が

進
め

ら
れ

た
。

　

現

代
医
学
は

生

老
病
死
を
通

し
て

関
与
し

、

官
主

導
で

構
築
さ
れ

た
突

出
し
た
地
位
を

保
つ

。

だ
が

か

つ

て、

寺
院
は
心

身
療
養
・

修
養
の

場
所

を
提
供
し

、

経
験

的
本
草
学
に

よ
る

治
療
や

加

持
祈
疇
が
施
さ
れ
た

。

そ

れ
ら
を

「

迷

信
」 、

最

大
限
に

評
価
し

「

プ

ラ

セ

ボ
」

と
見

做
す
の

が、

近
代
の

「

心
理

学
キ

義
」

で

あ
る

。

近
世

、

ム
冂

理
主

義
思
想
（

山

片
蟠
桃、

富
永
仲
基
の

無
鬼

論
等）

が
正

当
と

認
め
ら
れ
よ

う
と

も
適
用
場
面
が

限

ら

れ
る

の

が
世
の

暗
黙
の

了
解
だ
っ

た
。

が、

後
期
近
代
は
、

む

し
ろ

全

体
主
義
を
齎

す
。

二

〇
一

〇
年
八

月
二

四

日
付
日
本
学
術
会
議
会
長
金

澤

一

郎
談
話
は
、

社
会
常
識
の

形
成
を

権
威
が
推
進
す
る
、

明
治
の

国
策
の

延
長

線
上
に

あ
る

。

「

パ

ラ

ダ
イ
ム
」

概
念
提
唱
以
来

、

論
は

尽
く
さ
れ、

「

科
学
性
」

と
は

特
定
の

文
化
的
価
値
と

見
做
さ
れ
る

。

に

も

拘
わ

ら

ず、

寧
ろ

そ

れ
故、

金
澤

談
話
が

代
表
す
る

科
学
主

義
が

文
化
的

強
制
力
を

揮

う
。

宗
教
者
の

職
務
を
「

感

情
労
働
」

で

切
り
抜
く
の

と
同
じ

く、

こ

れ

ら
が、

宗
教
の

次
元
の

広
が

り
を
不

当
に

狭
め

る

理

解
へ

と

導
く。

　

日

本
仏

教
の

特
性
で

あ
る

祈

疇
も
死

者
供

養
も、

対
象
を

遍

く
す
る

「

ケ

ア
」

の

実

践
で

あ
る

。

祈
禧
は

神
仏
と

人
が
冖

身
と
な

り
こ

の

世
の

安
寧
と

人
々

の

幸
福
を
祈
り、

死
者
供
養
は、

こ

の

世
を
超
え
た
人
び
と

と
の

繋
が

り
の

う
ち
に
救
い

と

安
ら
ぎ
を

求
め

て

き
た

。

こ

れ
ら
は
「

社

ム

至
貝

献
」

で

は

な

い
。

　

脱
魔
術

化
さ
れ

た
社

会
常
識
は

、

「

効
果
」

を
科
学
の

方
法
で

判
定
す

る
。

こ

の

状

況
が

、

僧
侶
ら

の

立

場
を
境
界
的
な

も
の

と

成
ら
し

め
る

。

か
つ

て
、

明
る

い

昼
間
の

翳
り
の

な
い

明
晰
な

意

識
と
は

異
な
る

心
の

働

き、

い

や

霊
の

う
ご

め

き
が

世
界
を

覆
っ

て

い

た
。

宗
教
の

本
領
を

考
え

る

に

は、

こ

の

次
元
に

通

ず
る

こ

と

が

不
可

欠
で

あ
る

。

に

も

関
わ
ら

ず、

「

葬
式

仏
教
」

と

僧
侶
自
ら
が

嘲
り、

世
間
の

揶
揄
に

反

論
で

き
な

い
。

こ

れ
こ

そ、

極
め
て

深
刻
な
死
の

軽

視、

さ
ら
に

は
「

あ
の

世
」

を

含
む
霊
的
次
元
を

無
み

す
る

こ

と
で

は

な
い

か
。

表
に

見
え
る

社

会
事
業

実
践
が、

裏
側
の

霊
的
次
元
と

の

確

固
と

し
た
繋
が
り
を
保
つ

〈

験
力
〉

に

支
え
ら
れ
て

こ

そ、

凵
本
仏
教
の

「

社
会
貢
献
」

は

成
り
立

つ
。
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